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１ 単元名 「ごみのしょりとその利用」 

２ 単元の目標 
廃棄物を処理する事業について、処理の仕組みや利用、市内外の人々の協力などに着目して、調

査したり、地図などの資料を活用して調べたりしてまとめ、廃棄物処理のための事業の様子を捉え、
その事業が果たす役割を考え、表現することを通して、衛生的な処理や資源の有効利用ができるよ
う進められていることや、地域の人々の生活環境の維持と向上を支えていることを理解できるよう
にするとともに、主体的な学習問題を追究・解決し、学習したことを基に、廃棄物の減量のために、
自分たちができることを考えようとする態度を養う。 

３ 本単元の評価規準とキャリア教育を通して育みたい力（評価規準マトリクス） 

※キャリア教育と関連が密接なものはゴシック体・太字 

中学年の基礎的汎用的能力（夢４） 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

人や社会と 

かかわる力 
 

 

 

 

【人間関係形成・ 

社会形成能力】

 

・友達の気持ちを理解

し、協力して取り組

もうとする力 

・自分の生活を支えて

くれている人がいる

ことに気付く力 

①ごみ処理の仕組みや

再利用の様子、市内外

の人々の協力などを

基に、ごみの処理や再

利用に関わる事業が

計画的に進められて

いること、衛生的な処

理や資源の有効利用

ができるよう進めら

れていること、生活環

境の維持と向上を支

えていることを理解

している。 

①ごみ処理の仕組みや再

利用の様子から問いを

見いだし、ごみ処理や

再利用の事業にみられ

る仕組みや人々の協力

関係と地域の人々の生

活環境の維持・向上を

関連付けている。 

 

自分を 

みつめる力 
 

 

 

 

【自己理解・ 

自己管理能力】

 

・自分のよいところを

見付ける力 

・よいと思うことを考

え、すすんで取り組

む力 

  ①日常生活から出る大

量のごみと、その処

理や再利用について

関心をもち、問題解

決の見通しをもっ

て、主体的に問題を

追究・解決しようと

している。 

課題を 

やりぬく力 

 

 

 

【課題対応能力】 

・見通しをもち、計画

を立てて実行する力 

・自分の役割に責任を

もってやり遂げる力 

②施設・設備等を調査し

たり、地図などの資料

を活用したりして調

べ、ごみ処理のための

事業の様子を図表な

どにまとめている。 

  

次に 

つなげる力 

 

 

 

 

【キャリア 

プランニング能力】

 

・毎日の生活や学習を

通して、働くことの

楽しさを発見する力 

・学習と生活が将来の

生き方に関係してい

ることに気付く力 

 

  ②学習したことを基

に、地域の人々の健

康や生活環境を守る

ための法やきまりの

大切さを考え、地域

社会の一員として自

分たちができること

を考えたり、選択・判

断したりしている。 

研究主題   豊かに生きる力の育成 

～自分を知り「なりたい自分」に近付くキャリア教育の実践～ 

 



４ 部会提案 

（１）児童の実態と単元観  

  学習問題を自分事として捉え、予想し、調べ、納得したことをまとめ、自分にできることを考える

という問題解決的な学習の流れで取り組んできている。 

  自分の考えをすすんで発表できる児童、資料や地図を見るのが好きな児童、知識が豊富な児童は、

社会科への関心が高い。その一方で、「適切な資料が探せない」「資料や地図から事象が読み取れない」

「分からない」という意識が先行し、難しい教科としてしまうことで、社会科への関心が薄い児童も

見られる。思いはあっても、言語化することに困難を感じている児童もいる。そこで、調べる段階で

は、写真や映像資料を活用できるよう、「わたしたちの町田」の適切なページや、ウェブサイトを紹介

した。また、考えを発表する際には話型を提示し、表現することへの支援とした。 

  本単元は、普段何気なく出しているごみの処理について、市が中心となって計画的・組織的に行っ

ている事業と、ごみの減量、資源化の取組について学習していく。 

  生活に密着した教材であり、すでに分かっていること、見えていることもある。分かっていないこ

と、見えていないことを学習問題に据え、自分の目で確かめたり、インタビューしたりといった活動

的な調べ方を織り交ぜながら、一つ一つの疑問を明らかにし、「学ぶって面白い」「ごみのことは自分

でもどうにかしなくては」と考えられる児童を育てたい。この学びが終わった時、ごみに関して自分

が果たす「役割」をつかみ取っていることを期待したい。 

（２）中学年の目指す児童像 

 

 

 

（３）目指す児童像を実現するための手だてと関連する夢４ 

 

【手だて１】：「自分たちの生活を支えてくれている人がいる」こと（＝自分を取り巻く社会的

な役割があること）を実感するために 

○自分でできることと、自分ではできないこととを明確にする学びのステップの工夫 

・自分で出したごみは、ごみ箱に捨て、家庭でまとめられたごみは、収集車に持って行って

もらえるよう、家の前か、集積所に出す。（できること） 

・収集車で運ばれたごみを自分たちで処理することはない。（できないこと） 

普段はあまり意識していないこと、自分たちの力ではできないことに着目させ、ごみの処理 

の行方を学ぶことにより、支えてくれる人がいるからこそ、今の生活環境が成り立っていると

感じ取らせたい。 

○外部人材（町田市役所 ３R推進課 ごみ環境に関わる出前授業）の活用 

本来なら、町田市が誇る最新の「バイオエネルギーセンター」を見学が望ましいが、距離的

に難しい。そこで、いかに現実に近付けられる学びができるかを考え、市の事業である「ごみ

環境の出前授業」を活用することにした。 

ごみ処理の歴史、ごみ処理の過程、処理に携わるスタッフの思い、バイオエネルセンターの

概要、収集車の仕組み等を一つのパフォーマンスのようにまとめられており、子どもたちは実

際のごみ処理の様子を体験的に学ぶことができると、期待している。 

【夢４】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【手だて２】：「今の自分にできること」（＝自分の「すてき」を役割の中で生かす）を夢物語

で終わらせないために 

○「何とかしなくては」と思わせる単元の導入の工夫 

日当たりに出す一人分のゴミの量は「大したことはない」と思っても、みんなが毎日出し続 

けていれば、大変な量になってしまうこと。家庭からのアンケート回答からも、1週間に４０ 

L を超えるごみを出している世帯が 7 割を超えている事実等、自分たちを取り巻くごみの状況 

をつかませる導入を工夫し、切実感をもたせるようにした。 

○実現可能な範囲で「今の自分にできること」を考えさせるために 

「現段階で行っている３R」を家庭に事前調査した中で、多くの家庭で行われていることは

汎用性があるものと捉え、「自分でできること」を考えるヒントとして用意した。（最低限の思

考の保証）学習を経て、知識や思考が深まっているので「自分なり」の「できること」が具体

的に考えられることを期待したい。本時での「今の自分にできること」が、実現可能な範囲で

自分事として考えている表れであると捉えた。 

【夢４】 

 

 

 

 

 

 

役割（role） 

自分の「すてき」を役割の中で生かせる子ども 



５ 指導計画（全９時間） 

 学習内容 主な学習活動 ◆指導上の留意点 
【評価規準】 

基礎的・汎用的能力 

学
習
課
題
を
つ
か
む 

１ 

 

ごみは生活の中

でたくさん出さ

れるものである

ことに関心をも

つ。 

 

〇家庭から出るごみを調

べることで、種類や量な

どの気付いたことや注

意していることなどを

共有する。 

◆分別して出す意味につ

いて疑問をもたせる。 

◆家庭のプライバシーに

配慮するため、ゴミ出

しの様子についてはフ

ォームによるアンケー

トを取り、学年として

の傾向を把握してお

く。 

 

【主①】 
 
 
 

 
 

 

２ 日常生活から出

るごみを振り返

り、その処理につ

いて予想して学

習問題を立てる。 

〇ごみが収集されていな

いとどんな問題が起こ

るか予想し、話し合う。 

〇ごみ処理について疑問

点を挙げ、学習問題を立

てる。 

 

◆集積所にごみが置いて

ある写真と回収後の写

真を提示し、この間に

何が行われているかに

着目させる。 

【思・判・表①】 

 

調

べ

る

・

考

え

る 

３
～
６
は
学
級
に
よ
っ
て
順
番
は
流
動
的
に
し
て
お
く 

ごみの収集の工

夫や収集車につ

いて調べる。 

〇予想し、調べ、共有する。 

〇調べた結果から、何のた

めにこのようなことを

しているか、収集してい

る人たちの思いについ

て考える。 

 

◆収集の工夫として分か

ったことは、何のため

に行っているのか、働

く人の身になって考え

させる。 

【知・技②】 

 

 

 

燃やせるごみの

処理について調

べる。 

〇予想を共有し、調べる。 

〇燃やした後の処理につ

いても調べ、まとめる。 

◆バイオエネルギーセン

ターの映像やパンフレ

ット等、調べる活動を

保障できる資料の準備

を行う。 

◆燃やすことで電気を作

る、エネルギーの有効

活用についても触れ

る。 

 

【知・技②】 

燃やせないごみ

の処理について

調べる。 

 

〇予想を共有し、調べる。 

〇細かく処理する理由を

考え、話し合う。 

◆映像やパンフレット

等、調べる活動を保障

できる資料の準備を行

う。 

 

【知・技②】 

 



燃やしたあとの

灰、細かくされた

もやせないごみ

の処理について

調べる。 

 

〇灰の処理の仕方を調べ

る。 

〇二ツ塚処分場の存在を

知る。 

〇処分場では環境に配慮

した仕組みでごみの処

理が行われていること

を知る。 

 

◆エコセメントの提示 

◆処分場に関する映像・

パンフレット等の資料

を準備する。 

【知・技②】 

 

 

７ ごみ処理問題は

この先どうなっ

ていくのか考え、

市の解決に向け

ての取組を知る。 

〇ごみ出前授業を体験す

る。 

◆ごみ収集の移り変わり

や様々な人が関わって

行われている結果、安

心で安全な生活が送れ

ていることに気付かせ

る。 

 

【知・技②】 

【思・判・表①】 

 

 

８ ごみの学習を生

かして、自分にで

きることを考え

る。 

〇第７時の学習を踏まえ

て、自分にできること

（小さな一歩でも続け

られること）を設定す

る。 

◆これまでの学習で積み

上げてきた「分かった

こと」「自分にできるこ

と」を振り返る。 

◆実現可能な内容、持続

可能な内容が設定でき

るよう、家庭からのア

ンケートも思考のヒン

トとして活用する。 

 

【思・判・表②】 

 

 

 

 

 

９
（
本
時
） 

ごみの学習を生

かして、自分にで

きることを考え

る。 

〇前時に作成した「できる

ことカード」を３Rの意

味を考えながら分類し

たり、今の自分にできる

ことを考えたりする。 

◆３Rの意味、なぜ３Rが

重要なのかを全体で確

認してから、活動に入

らせる。 

 

◆３R の一つにはっきり

線引きできないものが

出てくる可能性につい

ても触れる。 

 

【主①】 

 

※波線はキャリア教育の視点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



６ 本時の学習（９時間扱いの９時間目） 
（１） 本時の目標 

３Rの意味を明確にしながら、今の自分にできることを考えようとする態度を養う。 

（２）キャリア教育の重点 

   ◎３R に分類し自分でできることを考える活動を通して、よいと思うことを考え、すすんで取り

組む力を育む。【自己理解・自己管理能力】 

      

（３）展開 
段

階 
学習活動 教材，教具，学習形態 指導・支援（○）評価（●） 

 
導
入 
５ 
分 
 
 
 
 
 
 

展
開 
３
５ 
分 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
と
め 
５
分 

１ 前時を振り返り、「できることカー
ド」の内容を確認する。 

 
２ 本時のめあてを知る。 
 
  
 
 
 
 
 
３ 班で理由を伝え合いながら「できる

ことカード」を３Rに分類する。 
 
 
４ 全体で共有する。 
 
 
 
 
５ 分類の中から、今の自分にできるも

のを選び、その理由や思いを書く。 
 ・出かける時、よくペットボトルを買う

ので水筒を持っていく。そうするこ
とでペットボトルやラベル等のごみ
を減らせると思うからです。 

 ・給食で残る食べ物をできる限り減ら
せるように、みんなに呼びかけたい。 

 ・服を捨てずに、知り合いにあげて、繰
り返し使ってもらうことで、ごみを
出さないようにしたい。 

 
 
６ 本時の学習を振り返り、今後の学習

の見通しをもつ。 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
【グループ】 
 
 
 
【全体】 

 

 

 

 

 

 
 
 
〇なぜ３Rが重要なのか、今
後の日本の未来が危ういこと
確認する。 
 
 
 
 
 
〇３Rの言葉、その意味につ

いて確認できるよう、黒板
に掲示する。 

 
〇分類の根拠を確認し合いな

がら活動を行えるよう言葉
掛けをする。 

 
 
〇それぞれの班のカードの分

類の様子を学級で共有す
る。 

 
〇分類を終えて、改めてこれ

からの生活で自分に何がで
きそうか考えさせる。 

 
            
         
●今の自分にできることを考

えようとしている。 
【主①】 

 

※波線はキャリア教育の視点 

 

 

 

 

 

ごみの問題を解決するために、今の自分にできることを考えよう。 



７ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 実践を終えて 

成果 

・町田市役所３R 推進課のごみ環境に関わる出前授業では、町田市のごみ処理の歴史や処理の方法を学

ぶことができた。また、ごみ収集車にごみを運ぶ体験を行い、児童の力だけでは家庭から出たごみを

最後まで処理することができないことやその生活を支えてくれている人の存在に気付いたことは「自

己理解・自己管理能力」につながる。実際に働く人と触れ合い、仕事への思いや願いを理解するとと

もに、「人間関係形成・社会形成能力」を養うことができた。 

・単元を通して、ごみを減らす取組は自分一人が続けるだけではなく、家族や友達などの周りに呼び掛 

けを行うことで、ごみを減らす力が大きくなることに気付くことができた。出掛ける時には水筒を持 

参したり、親が買い物をする時にはエコバックを持っていくことを呼び掛けたりするなど、自分にで 

きることを探した。学級で考えを共有することで、自分なりのできることをより具体的に実現可能な 

範囲でごみを減らす方法を考えるとともに、今後の生活に活かそうとする「キャリアプランニング能 

力」の伸長につながった。 

・学校生活の中でもごみを減らせる取組があることに気付き、給食を残すことも生ごみを増やす原因で

あり、残さず食べることと、おかわりをして残飯を少なくすることを意識する姿勢が見られた。 

課題 

・ごみの処理を学ぶ上で、町田市バイオエネルギーセンターの存在に気付いた児童がいた。直接現地へ 

行き見学したり、働いている人の話を聞いたりなどの活動を設けることで、児童の「人間関係形成・ 

社会形成能力」をより養うことができたのではないかと感じる。町田市のごみを誰がどのようにして 

処理しているのかを児童が実感するためにも、より多くの手だてを講じていきたい。 

 

〇ごみのしょりとその利用 

ごみの問題を解決するために、今の自分にできることを考えよう。  今の自分にできること 

             ３R 

 リデュース       リユース      リサイクル 

 

      

 


